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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人　北海道立総合研究機構　建築研究
本部　北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい
るメールマガジンです。
このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して
いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため
返信できませんのでご了承ください。

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。
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　　　今月号のトピックス
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

第７６号の内容はこちらです。

■ひとことエッセイ
　□下町ロケット

■研修
  □国内研修を終えて（日本建築総合試験所）

■イベントのお知らせ
  □地域材活用に関する住宅事業者向けセミナーの開催
　
■最近の研究所の動き
　□ジャパンホーム＆ビルディングショーに出展しました。
  □北海道科学大学と北海道立総合研究機構による協働セミナーを開催しました
　□構造計算適合性判定センタ－から

■年末・年始閉庁日のお知らせ

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　ひとことエッセイ「下町ロケット」
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
  
　先日、毎週楽しみに見ていた「下町ロケット」が最終回を迎えた。下町の小
さな町工場で、自分の夢の実現を信じて強いリーダーシップを発揮しながら必
死に生きる阿部寛演じる社長とそれについていく社員たち。シチュエーション
は全く違うのだが、なんとなくここの研究所（北方建築総合研究所）のあるべ
き姿をだぶらせながら見ていた。
  このドラマでは、データ流出や偽装が起きてしまう。建築でも１０年前に耐
震偽装事件があったが、その後も数々の偽装事件が起きた。これらが起きた背
景は、一つ一つ異なると思うし把握できているわけでもないが、個人の過ちだ
としたら本当に組織や社会が防げなかったのか、あるいは、そもそも防ぐ気は
あったのか、とさえ感じてしまう。
　北総研は、５０名弱の所員がそれぞれの研究者としての成長を見ながら、ま
たその多くが家族の成長も垣間見ながら生活していくという、小さな社会が形
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成されていて、この点はデメリットもあるが、組織力・チーム力という点で大
きなメリットにもなると感じている。
　研究ニーズが多様化・複雑化している中、困難に直面しても、個々の優れた
能力に加え、組織力・チーム力で乗り切ってほしいと切に願う。

（環境研究部　西澤）

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　国内研修を終えて
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

平成２７年１１月１日から１２月４日まで大阪府吹田市にある日本建築総合試
験所に国内研修に行ってきました。研修の間は、試験研究センター材料部材料
試験室、構造部耐震耐久性調査室にお世話になりました。材料試験室では、分
析部門、物性評価部門を持ち、幅広く建築材料の試験・研究を行っています。
、耐震耐久調査室は、2012年に立ち上げられ、耐久性調査と耐震診断を連携さ
せ特殊な判断が必要とされる案件等を含む柔軟な建物性能評価の取り組みが行
なわれています。
そこで、建築材料の耐久性評価のための高度な分析技術の習得と耐久性調査と
構造性能評価を連携させた建物性能評価の現状を把握することを目的に研修を
行いました。
分析技術の習得においては、実構造物から採取したコンクリートコアや劣化し
たサイディングなどを持ち込み、劣化原因の推定を行う中で、電子線マイクロ
アナライザ等の分析を実施し前処理方法などを手順としてとりまとめました。
建物性能評価の現状把握においては実際の調査に同行し、近年各所で研究や調
査が実施されている透気計測による劣化評価手法を実習しました。さらに火災
を受けた構造物の診断手法や使用材料等が現在とは大きく異なり判断が難しい
歴史的建築物の診断事例等について研修を行いました。
その他、製品認証や指定建築材料の認定に関わる業務、一般技術者を対象とし
て実施される技術研修事業についても情報収集を行いました。
これらの成果は、現在実施中の重点研究「積雪寒冷地におけるコンクリート劣
化の分析評価技術の開発」等において活用し今後の技術相談、依頼試験等にも
反映していきたいと考えています。

（建築技術Ｇ　谷口）

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　イベントのお知らせ　
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■地域材活用に関する住宅事業者向けセミナーの開催

今年度、大樹町からの受託研究「大樹町における地場産木材を用いた公営住宅
建設への設計支援」に取り組んでいます。この研究では、町の森林資源と製材
の生産状況に応じた地域材活用の検討、公営住宅の省エネルギーや雪対策等の
観点から総合的な設計支援を行っています。ただし、公共建築物での地域材利
用は、多くの市町村にとっての課題ではないでしょうか。
そこで、十勝管内の市町村担当者が集う「十勝地域住宅協議会」（平成２８年
１月２１日(木) 場所：大樹町生涯学習センター）の中で、地域材を使った公共
建築の情報・意見交換を行います。
また、十勝総合振興局と大樹町が開催する住宅事業者向けセミナーでは（開催
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概要以下）、地域材を活用した住宅づくりのヒントになる情報提供を行う予定
です。詳細が決まり次第、ＨＰ等でお知らせいたします。多くの皆様の参加を
お待ちしております。

住宅事業者向けセミナー　日時：平成２８年１月２２日（金）午後
　　　　　　　　　　　　場所：大樹町生涯学習センター
　　　　　　　　　　　　　　（広尾郡大樹町双葉町6番地）

（環境Ｇ　遠藤）

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　最近の研究所の動き　
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■ジャパンホーム＆ビルディングショー２０１５に出展しました

平成２７年１１月１８日（水）～２０日（金）、東京都「東京ビッグサイト」
にて開催された「 Japan Home ＆ Building Show 2015」に参加しました。
参照：http://www.jma.or.jp/jhbs/index.html

北海道では、道建設部を中心として、道内民間企業・団体・道総研などが「北
海道グループ」として一丸となり、本道の住宅建築技術や道産建材の全国への
販路拡大や情報発信を行っております。

会場では、出展企業が各ブースで自社の製品や技術のＰＲを行いますが、北海
道ブースではそれだけでなく、ステージを設けて出展企業のプレゼンを行うと
ともに、北海道の住宅技術の紹介などの講演も行っています。
今年の講演は、北海道科学大学の福島教授と北総研からでしたが、北総研から
は、環境研究部の糸毛主査から「地域資源を活用した北海道の家づくり」と題
して、これまで共同研究等で取り組んできた道産資源を活用した建材の開発事
例を、今回出展されている製品を中心に紹介するとともに、これからの家づく
りについて講演しました。

このイベントでは、こうした産学官連携した取り組みにより、北海道の住宅関
連産業の技術力の高さをＰＲできたのではないかと感じており、今後、出展さ
れた企業の販路拡大が進むことを期待しています。

（企画課　清水）

■北海道科学大学と北海道立総合研究機構による協働セミナーを開催しました

平成２７年１２月９日に北海道科学大学において、協働セミナー「北国の豊か
な暮らしをつくる　～住まいと雪とエネルギーを考えてみませんか～」を開催
しました。当日は同大学と北総研の講師５名が、北海道の住まいのこれまでの
歩み、屋根の雪下ろしの事故の実態や安全な付き合い方、冬の暖かさ・昼間の
光環境の快適性と健康、暖房や換気の設備のこれから等に関する講演を行いま
した。セミナーには一般の方々も大勢お越し頂き、活発な質疑等がなされまし
た。会場からのご意見としても頂きましたが、私たちの研究成果は事業者ばか
りでなく居住者等の方々に対しても、分かりやすくもお伝えしていく事が大切
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ですので、今後もイベント等を通じた情報発信をしていきたいと思います。

（企画課　北谷）

■構造計算適合性判定センターから 

□１１月の判定業務
受付　　　　５件（６棟）
結果通知　　４件（４棟）

１１月の判定依頼は、共同住宅４件、事務所１件でした。
総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均日数は５．６日（前月比
－１０日程度）、実判定日数（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の
平均日数は３．０日（前月比－３日程度）でした。１１月の依頼件数は昨年
度が非常に少なかった影響も有って２件２棟の増加となっており、図書付事
前相談を含めると４件５棟の増加となります。

『2015年版建築物の構造関係技術基準解説書』の発刊からすでに半年近くが
経過しております。多くの改訂部分がありましたが、改訂当初は一貫計算ソ
フトが未対応な部分なども多く、講習会でも一貫計算ソフトを提供している
メーカーに対応をお願いしているとの説明もありました。およそ６ヶ月を経
過し順次一貫計算ソフトも本書の改訂部分に対応している状況ではあります
ので、われわれ判定センターでも順次改訂部分への対応において確認してい
きたいと考えています。

新国立競技場の整備計画におけるコンペのやり直しでは、２案が検討案とし
て提出されたことが明らかとなりました。注目すべきはどちらの計画案にも
木材の利活用が図られており、ａ案では屋根支持材の三角形トラス下弦材に
木材（国産カラマツ及びスギで加圧注入処理を施したもの）と金属のハイブ
リッドを使用していること、ｂ案では国産カラマツの集成材を用いた木柱
（耐火認定有り）を用い、柱脚に免震装置を設置しているものです。年内に
も選定作業が終了すると言われていますが、新国立競技場にはどちらの案が
採用されるか興味は尽きません。

(構造判定Ｇ　本間）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【年末・年始のお知らせ】

北方建築総合研究所の年末・年始の業務日をお知らせします。

年末　平成２７年１２月２８日（月）まで平常業務
年始　平成２８年　１月　４日（月）より平常業務

平成２７年１２月２９日（火）～平成２８年１月３日（日）は年末年始のため
休業します。ご理解の程よろしくお願いいたします。

ページ(4)



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　　管理者からのお知らせ
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専
用アドレス宛てにメールにてお知らせください。
登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー
ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場
合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。
メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い
により配信される場合がございますので、ご了承ください。

■購読申込・変更・配信停止はこちら
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_n
変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と
記載してください。

■各種お問い合わせメールフォーム
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_q

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目
的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。

───────────────────────────────────
発行：（地独）北海道立総合研究機構　建築研究本部　北方建築総合研究所
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